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教育機関の概数、資格、教育課程の比較については、 「中国年鑑 2001J (中国研究所)、 「看護・医療系学校最
新入学ガイト 2003J (日本産業教育情報センター)、インターネット情報を用いた。誠灸の教科書の比較について
は、日本の場合誠灸専門大学は 2校しかないため大多数の専門学校で用いられている「経絡経穴概論J íはり・きゅ
う理論J í東洋医学臨床論誠灸編J (医道の日本社)を、中国の場合一般的に 5 年制大学で用いられている「経絡学」

































・ アメリカでの代替医療の医学教育への導入をみるとハーバード大など医学部に 1 コースを設定しているもの
と別個に医師教育に準じる教育を行う中国方式を採用している。安価な健康増進・疾病予防ということで保険
導入も始まっている。日本では医学教育に漢方薬学は一部導入されているが繊灸学は全くふれられていない0
・ 中医学の多種療法組合せという方式は、医療においても繊灸・按摩・食事療法などの併用と考えれば実現可能
と考える。しかし、その組合せを効果的に行うには専門的知識が必要で現在日本においては医師が担うべき役
割と考える。ただ、その技術提供者として現在の織灸師で、は知識・技術が限られており十分な効果が期待でき
ないと予想される。医師にも上記目的にかなう程度の代替医療(中医学)教育は必要であり、繊灸師について
も代替医療(中医学)治療技術提供者としての教育が必要と考える。
論文審査の結果の要旨
本研究は、日中の繊灸教育機関、教育課目、使用されている繊灸学関連の教科書について異同を検討し、その結果
をもとに代替医療として繊灸学を医学教育に導入することの現段階での問題点を検討したものである。アメリカでは
安価な健康増進、疾病進行予防医学として中国医学を代替医療の中核、現代医学と両立しうるものとして導入しつつ
ある。今後わが国で代替医療の医学導入を検討する際、中国医学、特に繊灸学と日本の繊灸学の比較検討は基礎とな
るものであり、教育内容について体系的に比較した研究は初めである。中国では中薬学、薬膳、推牟などと並ぶー療
法として誠灸学を位置づけ教育していること、日本では鱗灸は独立した治療技術として医学知識に基づ、く教育を行っ
ていること、中国医学に基づく誠灸理論、診断学、処方、他の治療方法について教育されなかった場合の影響などに
ついて詳細に検討している。本論文は学問的にも貴重な成果であるとともに今後わが国における代替医療導入におい
て重要な知見を与えるものと考える。したがって本研究は学位に値するものとして認める。
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